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※2012年度以降入学者→「精神保健福祉の理論」（科目コード CS3155）
2011年度以前入学者→「精神保健福祉論Ⅰ」（科目コード CS3133）

科目の概要

■科目の内容  
本科目では、国内外の「障害」や障害者に対する思想や社会的立場の変遷を概観しながら、障害者

福祉の基本的枠組（理念・視点・関係性等）について理解を通して、あらためて “ 精神障害者とは？”
についての理解を深めます。精神障害者の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、社会的
排除と差別からノーマライゼーションの思想である、社会的復権とソーシャルインクルージョンにつ
いての理解と、精神障害者の生活実態についても学びます。

そのうえで、地域共生社会の実現に向けて、統合化・複雑化した課題を受け止める包括的な相談支
援を実施し、専門職としての精神保健福祉士の成り立ちや固有の価値、実践の枠組み（理念・視点・
関係性）、倫理綱領に基づく職責や社会的役割等、ソーシャルワーカーとしての精神保健福祉士を様々
な視点から考察し、職業的アイデンティテイを身につけていきます。

■到達目標  
精神障害者に関する多様な知識や理解を通じて、専門職である精神保健福祉士に必要な論理的かつ

批判的な思考を養うとともに、それらの知識や理解を、主体的に活用することができる力（実践力）
の習得を目指す。

【到達目標】
1 ）「障害者」に対する思想や障害者の社会的立場の変遷と障害者福祉の枠組みについて理解する。
2 ）「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解し、精神障害者の生活実態について学ぶ。
3 ）精神障害者への関わりについて、かつて精神医学ソーシャルワーカーが蓄積した固有の価値を

中心に、現代の精神保健福祉士の存在意義や職業的アイデンティティの基礎を理解する。
4 ）精神保健福祉士の倫理綱領に基づく職責について理解する。
5 ）精神保健福祉士を規定する法律と倫理綱領を把握し、求められる社会的な役割や機能について

理解する。
6 ）精神保健福祉士の職域動向を踏まえ、業務特性や多職種連携について理解する。

■学位授与の方針（ディプロマポリシー）との関連  
とくに「専門的知識」を身につけてほしい。

精神保健福祉の理論・精神保健福祉論Ⅰ 科目コード CS3155
CS3133

単位数 履修方法 配当年次 担当教員

2 R or SR（講義） 2年以上 大橋　雅啓
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■科目評価基準  
レポート評価60％＋スクーリング評価 or 科目修了試験40％

■教科書・参考図書  
【教科書】

福祉臨床シリーズ編集委員会編『新・精神保健福祉士シリーズ 3 　精神保健福祉の原理』弘文堂、
2022年

（最近の教科書変更時期）2023年 4 月
（スクーリング時の教科書）上記教科書を使用します。スクーリング時は補足資料も配付します。

【参考図書】
1 ）浅野弘毅著『精神医療論争史 わが国における「社会復帰」論争批判（メンタルヘルス・ライブ

ラリー 3 ）』批評社、2000年
2 ）日本精神保健福祉士協会編『日本精神保健福祉士協会50年史』中央法規出版、2014年

スクーリング

■スクーリングで学んでほしいこと  
“ 障害 ” や障害者の理解の仕方やその視点について、理念面だけではなく生活実態や法律、福祉制度

やサービスなど幅広くその実態を理解しつつ、歴史的な背景を持つ社会的排除と社会的障壁の構図に
ついて理解する。そのうえで精神保健福祉士がどの様な経過で誕生し、専門職化して国家資格となっ
たかについて理解する。

■講義内容  

回数 テーマ 内容
1 障害者福祉の理念 障害者福祉の思想と原理、理念、歴史的展開

障がいの概念、ICIDH・ICF
2 障害者の定義 障害者基本法、精神保健福祉法、障害者総合支援法
3 社会的排除と社会的障壁 国連・WHO の動き、諸外国の動向、社会的排除・障壁
4 日本における社会的障壁 相馬事件、ライシャワー事件、事件報道とメディア、コンフ

リクト、自己責任論
5 精神障害者の生活実態 精神医療の特性と入院形態、精神医療審査会、保護者制度

生活の実態、家族支援、居住形態
6 精神保健福祉士の資格化の経緯 精神医学ソーシャルワーカー、Y 問題、倫理綱領、国家資格

化、PSW から MHSW へ
7 精神保健福祉士の価値 社会的復権と権利擁護、当事者主体、社会正義、エンパワメ

ント、リカバリー、アンチスティグマ、ハームリダクション
8 精神保健福祉士の機能と役割 精神保健福祉士法、倫理綱領、精神保健福祉士業務指針

ソーシャルワーク・グローバル定義
9 スクーリング試験 障害者としての精神障害者、精神保健福祉士の専門性
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■講義の進め方  
教科書の内容を前提として、配付資料を中心に講義解説を行う。講義は一方通行ではなく、随時、

参加者の意見や理解・到達度を確認する質問を行うなど、対話型の授業を展開する。

■スクーリング　評価基準  
教科書及びスクーリングを通じて獲得した、障害者の理念や精神保健福祉士の役割に関する論述問

題（配付資料のみ持ち込可）。

■スクーリング事前学習（学習時間の目安： 5 ～10時間）  
障害や精神障害者に関する知識は、精神保健福祉士としての専門性の基礎ということを心にとめな

がら、通読程度でかまいませんので、教科書を読み進めてください。

レポート学習

■在宅学習15のポイント  

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 障害者福祉の理念 “ 障害 ” と福祉の関係の関係

障害者福祉の思想と理念について学
ぶ

障害を構造的に理解する。社会に
とって、障害者が生活することの意
味を考える

2 障害者福祉の歴的展開 古代から現代までの障害者観の変遷
障害と社会の関係性

時代によって障害者がどのように捉
えられ、社会でどのように取り扱わ
れたかを理解する

3 障害の概念 障害者権利条約の障害の定義
ICIDH から ICF への障害者観の変化

ICF による障害者理解と障害者関係
法の障害者の定義について考察する

4 精神障害の障害特性 障害特性モデルをもとに、他の障害
と精神障害の障害特性の違い

障害特性（上田モデル、蜂谷モデル
他）とリカバリーの考え方について
整理する

5 社会的排除と社会的障壁 時代の変化による精神障害者の理解
医療モデルから社会モデルへの変遷

歴史的な精神障害者の認識の違い
や、国連や WHO の勧告、障害の権
利宣言について理解する

6 諸外国における精神保健 病院解体と、ACT、当事者運動や自
助グループなど諸外国の取り組み

精神保健福祉施策の国による違いを
理解するとともに、日本の取り組み
についても知識を増す

7 精神障害者の生活実態 全国調査を基に、精神障害者の生活
実態について理解する

精神障害者の生活の実情を経済・医
療・福祉・就労・住居等様々な視点
から明らかにする

8 精神保健福祉士の資格化 資格化の経緯と先達の実践内容につ
いて理解する

精神保健福祉士の価値や専門性に
つながる歴史的な経過や出来事につ
いて学ぶ

9 原理と価値 専門職としての原理や価値について
ソーシャルワークの定義と意義につ
いて

社会的復権と権利擁護の視点の意
味と、背景となる考え方について考
察する



225

精
保
士 

指
定
科
目
（
専
門
）

2024

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
10 視点と関係性

その 1
当事者主体の意味やそのかかわりに
ついて理解する

自己決定とストレングス視点、ごく
当たり前の生活の重要性について理
解する

11 視点と関係性
その 2

人と環境の相互作用に基づく様々な
視点について理解する

エコロジカル視点、エンパワメント、
リカバリー、アンチスティグマ等の
考え方を理解する

12 機能と役割 精神保健福祉士法及び職域の理解 業務特性についての理解と、多岐に
わたる職域と多職種連携の必要性に
ついて考察する

13 職業倫理 倫理綱領についての理解と倫理的ジ
レンマについて理解する

倫理綱領制定の経過とその内容、ま
た職能団体の現状と役割について理
解する

14 業務指針 業務特性についての理解と包括的ア
プローチについて理解する

業務の独自性とミクロ・メゾ・マク
ロのアプローチ、職能団体の定める
業務指針を考察する

15 まとめ 精神障害者と精神保健福祉士の関
係性についての理解

専門職として精神障害者支援に関わ
るうえでの視点や役割について整理
する

■レポート課題  

1 単位め 「TFU オンデマンド」上で客観式レポートに解答してください。

2 単位め
「クライエントの社会的復権と福祉のための専門的社会的活動を行う」（1982年「札幌宣言」）と
は、精神保健福祉士がどのような役割を担うべき専門職であるかを述べた言葉か、この宣言の
背景や意図について述べよ。

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。
（2022年度以前履修登録者）2023年 4 月よりレポート課題の 2 単位めが変更になりました。『レポート

課題集2022』記載の課題でも2024年 9 月までは提出できますが、できるだけ新しい課題で提出して
ください。

■アドバイス  
　　　　　　教科書をよく読み、「TFU オンデマンド」上で客観式レポートに解答してください。

　　　　　　「札幌宣言」とは、日本精神医学ソーシャルワーカー協会が、第18回札幌大会（1982（昭
和57）年 6 月26日）で採択した宣言で、2022年度から毎年 6 月は「社会的復権を語ろう
月間」と位置づけ、日本精神保健福祉士協会では各自の実践を点検する月間と位置付け

ています。
※参照：日本精神保健福祉士協会ホームページ：https://www.jamhsw.or.jp/backnumber/oshirase/2022/0601.html 

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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科目修了試験

■評価基準  
本科目全体の内容についての理解を問います。問題の題意に適した文脈、専門用語を用いて、解答

字数は800字以上を基準としています。




